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１．概要（Summary） 

CYTOP 薄膜を加工した fL サイズのリアクターアレイデ

バイスは、タンパク質の一分子測定等のバイオ計測分野

で 有 用で あ る [1] 。今 回、コ ン タミフリ ー の 高品質 な

CYTOP 薄膜の形成を目指し、微細加工プラットフォーム

の設備を利用して、薄膜形成のプロトコルを検証した。  

 

２．実験（Experimental） 

 初めての利用にあたり、東京大学微細加工プラットフォ

ームの WEB サイトより技術相談を申し込んだ。拠点マネ

ージャとのやりとり、対面による技術相談、利用相談の後、

支援員の技術補助により機器利用を行うことになり、実行

した。 

 

【利用した主な装置】 

ドラフトチャンバー、マスク・ウエーハ自動現像装置群

（SAMCO FA-1(アッシング装置）） 

 

【実験方法】 

 研究室で用意したガラス基板をドラフトチャンバーにお

いてアセトン、イソプロパノールに順に浸漬した後、アッシ

ング装置に入れて 5 分間アッシング処理を行った。その後、

スピンコーターに乗せて CYTOP を滴下し、1700 rpm/30

秒でスピンコートした。180℃/1 時間加熱し、ガラス基板上

に CYTOP 薄膜を得た。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

作製した CYTOP 薄膜の表面を顕微鏡で観察した（Fig. 

1）。従来のプロセス・加工施設で作製した薄膜の表面に

は多くの異物を確認することができた（Fig. 1(a)）。一方、

微細加工プラットフォームの設備を利用し上記プロセスで

作製した薄膜上にはほとんど異物を確認できなかった

（Fig. 1(b)）。以上から、本施設・プロトコルにより、コンタミ

フリーの高品質な CYTOP 薄膜の形成が可能であること

が分かった。今後、CYTOP 薄膜に微細加工を施しリアク

ターアレイの作製を試みたい。 
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Fig. 1 Picture of CYTOP thin film on glass 

substrate prepared by (a) conventional method, 

(b) this method. 


